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１．背景および目的 

 平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災によって岩手県，宮城県，福島県の 3 県では約 2,660 万 t の膨大な量

の災害廃棄物が発生した1)。これに対し，平成 23 年 5 月 16 日に環境省からの災害廃棄物の処理指針によって，災

害廃棄物を極力再生利用する方針が示された2)。一方，宮城県では，12 市町からの委託を受けて，県内を４つのブ

ロックに分けて処理を行っている。そのうち石巻ブロックでは，災害廃棄物 220 万 t，津波堆積物 50 万 m3を対象

として，平成 24 年 5 月から処理を開始し3)，復興も本格化し始めている。しかしながら，骨材，コンクリートなど

復興資材の不足が深刻化してきており，復興速度の鈍化を招きつつある。災害廃棄物をコンクリート材料として復

興工事などに利用することは，合理的な材料リサイクルの構築と復興の活性化につながると期待される。本報告で

は，石巻ブロックで再生した洗浄砂，洗浄礫をコンクリート材料として利用することを目的として，洗浄砂，洗浄

礫を用いてコンクリートを練り混ぜ，その物性を取得した。 

２．災害廃棄物から再生した洗浄砂および洗浄礫 

本検討では石巻ブロックにて可燃系混合物を破砕処理した際に発生する細粒分をさらに洗浄分級設備により処理

して生産される洗浄砂および洗浄礫を使用した。表-1に洗浄砂および洗浄礫の外観および諸物性を示す。洗浄砂は，

海砂のように細かい粒子が多く見られた。表乾密度は 2.52g/cm3 と小さく，JIS A 5308 レディーミクストコンクリー

ト付属書 A レディーミクストコンクリート用骨材（以下，規格と称す）に対し，多くの項目で規格値を満足しなか

った。これは洗浄砂中に微粒分，有機不順物が多いためと

推測された。また，洗浄礫には，粗骨材以外に，タイル，

煉瓦，陶磁器，コンクリートがら，ガラス，プラスチック，

鉄くず，木片などが全体重量の約 14%混在していた。表乾

密度は 2.43g/cm3と小さく，細骨材と同様，ほぼ全ての項目

で規格値を満足しなかった。これは上述したような不純物

の混在が大きく影響したためと推測された。 

３．コンクリート試験 

 規格を満足する一般的な細骨材，粗骨材を用いたコンク

リートに対し，洗浄砂，洗浄礫を置換して練り混ぜ，各種

物性を取得した。表-2に使用材料，

表-3にコンクリート配合を示す。

なお，本実験では，骨材としての

適用性評価を把握することを目的

としたため，目標スランプ，目標

空気量は設定しなかった。さらに，

事前検討において，細骨材，粗骨

材として洗浄砂，洗浄礫を併用し
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表-1 洗浄砂および洗浄礫の諸物性 

種類

項目 

洗浄砂 

[細骨材]S1 

洗浄礫 

[粗骨材]G1 

外 観 

 

 

 

 

 

 

 

 

表乾密度(g/cm3) 2.52（―） 2.43（―） 

絶乾密度(g/cm3) 2.43（2.5 以上） 2.43（2.5 以上）

吸水率(%) 3.77（3.5 以下） 6.52（3.0 以下）

微粒分量（%） 2.53（3.0 以下） 1.37（1.0 以下）

有機不純物 不合格 ― 

安定性（%） 4.5（10 以下） 17.4（12 以下）

()内は JIS A 5308 付属書 A コンクリート用骨材の規格値 

表-2 使用材料 

材 料 記号 摘 要 

水 W 水道水 

セメント C 普通ポルトランドセメント，密度：3.16g/cm3，ﾌﾞﾚｰﾝ：3320cm2/g 

細骨材 
洗浄砂 S1 表乾密度：2.52g/cm3，F.M.：1.56，吸水率：3.77% 

一般 S2 表乾密度：2.65g/cm3，F.M.：2.59，吸水率：1.16 

粗骨材 
洗浄礫 G1 表乾密度：2.43g/cm3，F.M.：6.92，吸水率：6.52%，実績率：61.9%

一般 G2 表乾密度：2.64g/cm3，F.M.：6.64，吸水率：0.71%，実績率：63.6%

AE 減水剤 AD リグニンスルホン酸塩とオキシカルボン酸塩 
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た場合(No.3)ではスランプが 2cmと小さくなった

ことから，水を外割りで添加した。練混ぜはパン

型強制練りミキサを用い，材料一括投入後 30 秒

間練り混ぜ，掻落しを行った後，さらに 60 秒練

り混ぜて，練上りとした。測定項目はスランプ，

空気量，圧縮強度とした。 

４．結 果 

表-4にコンクリートのフレッシュ性状，写真-1にスランプの

状況写真を示す。No.1 に対し粗骨材のみを洗浄礫に置換した

No.2 ではスランプが 4.5cm，空気量が 2.4％小さくなった。これ

は，上述したように洗浄礫に不純物が多く混入していること，

表-2に示したように洗浄礫の実積率が小さいことなどが影響

しているものと推測された。コンクリートの性状としては一般

的なコンクリートに比べ，洗浄礫によるゴツゴツした感じが強

くなったものの，施工において大きな問題はないものと考えら

れた。No.1 に対し細骨材と粗骨材の両方を置換し，さらに外割

りで 45kgの水を添加したNo.3では，スランプが 10.5cmとなり，

かつ粘性が大きくなった。これは，表-1，表-2に示すように，

洗浄砂中の微粒分量が多いこと，さらに F.M.が 1.56 と小さいこ

とが影響しているものと推測された。 

表-5および図-1に圧縮強度の結果を示す。No.2 は，No.1 に対

して約 6 割程度まで強度が低下した。これは，洗浄礫中のプラ

スチック，木片などの低強度な不純物の影響によるものと推測

される。No.3は，No.1に対して約3割程度まで強度が低下した。

これは No.2 と同様低強度な不純物の影響とフレッシュ性状の改善のために外割りで水を添加したためと考えられ

る。洗浄砂，洗浄礫を併用したコンクリートにおいて，著しい強度低下が生じたものの，水セメント比 60％程度で

15N/mm2を超える強度が得られることを確認した。 

５．まとめ 

 今回用いた洗浄砂，洗浄礫は，多くの項目で骨材規格を満足しなかった。ただし，これらを用いたコンクリート

は，スランプや強度は低下するものの，低強度のコンクリート材料として適用できる可能性を示した。今後，耐久

性や骨材のばらつきに関するデータを蓄積し，洗浄砂，洗浄礫の実用性を検討していく予定である。 
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表-3 コンクリート配合 

ケース 

水セメント比 

（%） 

W/C 

空気量 

（%） 

Air 

細骨材率 

（%） 

s/a 

単位量（kg/m3） AE 

減水剤

AD 

水 

W 

ｾﾒﾝﾄ 

C 

細骨材 粗骨材 

洗浄砂 S1 一般 S2 洗浄礫 G1 一般 G2

No.1 50.0 5.0 42 175 350 ― 736 ― 1021 5.25 

No.2 50.0 5.0 42 175 350 ― 736 963 ― 5.25 

No.3 62.9 5.0 42 175+45 350 703 ― 963 ― 5.25 

表-4 フレッシュ性状 

ケース
スランプ

(cm) 

空気量

(%) 

単位容積質量 

(kg/m3) 
性状 

No.1 16.0 5.2 2270 もったりとして良好

No.2 11.5 2.8 2247 １との変化は小さい

No.3 10.5 5.8 2055 粘性が大きい 

 

 

 

 

 

写真-1 スランプの状況 
 

表-5 圧縮強度結果 

ケース
圧縮強度(N/mm2) 強度低下率 

(No.2，3/No.1) 

強度増進率

(28 日/7 日)7 日 28 日 

No.1 40.2 53.8 ― 1.34 

No.2 27.1 32.9 0.61 1.22 

No.3 12.9 16.7 0.31 1.29 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 圧縮強度結果 
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